
��データは、Excelシート
の�のカーソル��を�
�に����に��みます。
(!"#)
カーソル��を$%するこ
とにより、-.の��を１つ
のExcelシートに��みます。

Excelシートに��データを��んだ3、
4%5に6"を7います。
6"3、9:は;<=5に>わせて
4BにCDしてください。

AR1100/1200
アナライジング・レコーダ

・ ��データを	
�または���として、Excelシートに��みます。

８チャンネルまでの��を%&に��むことができます。

・��できる,-データ.は、32Kデータまでですが、/0き14により��78を�り�

むことが94です。:えば、 400Kデータを、20?@びで20Kデータとして�り�みます。

/0きBCは、 MAX,MIN,AVERAGEHからOPできます。

・��をQSすると、TUWにYZを[います。

��を�り�む��JKにチェック
Pけます。FFTデータのS>はUV
されます。

��を��3、4%5に6"を7い
ます。

XYZから��の��を]^します。

��む��は、「��]^」ボタンをクリックするfに

XYZghにijしておいて�さい。

XYghにijされている��が、「チャンネル��」か

「pq��」か「FFT��」かを4%5にrsしてデータ

を��みます。

t）FFT��のS>、「��vw」のyY、zび「��デー

タ」のJK|YはUVされ、ghにijされているデータ

を}て��みます。

~�き��を|Yします。
「SIMPL」は、��に~�き~��のデータ
をExcelに�り�みます。
「MAX」は、~�きデータ�の���をExcel
に�り�みます。
「MIN」は、~�きデータ�の���をExcel
に�り�みます。
「AVE」は、~�きデータ�の���をExcel
に�り�みます。

�り�んだデータを、~�きしてExcelに
��します。 ~�きすることにより、�v
wのデータをExcelに�り�めるようになり
ます。�えば、320Kデータを~�き~�
10にすると32Kのデータとして�り�みます。
「Non」は、~�きUしです。「Auto」は、
|Yした��データvwが32Kデータª«
に¬まるように、4%5に~�き~�を
yYします。~�き~�の��は、600です。
FFTデータのS>は~�きはされません。

XYZの「Ref. Cursol」をONにして、その2·~で
で|Yしたvwのデータを�り�むとき、チェックを
Pけます。

Excelシート�のカーソルを��／¹!
に$%し����]^��をºYしま
す。「スタート」ボタンをクリックするとカー
ソル��から���へ��データを�
�みます。

��データを��む]^��をトリガポイントから
のÀ~(ms)で��します。トリガポイントからfはマ
イナスの�，3はプラスの�で��します。
��がÇÈのS>やÊËÌな�が��されたS>、
4%5にパソコンがËÏな�にCDします。
ÐÑトリガのÀ、��が「Ò」になります。
「FFT��」のS>はUVされます。

��データを��む�Ó��をトリガポイントから
のÀ~(ms)で��します。トリガポイントからfはマ
イナスの�，3はプラスの�で��します。
��がUいS>やÊËÌな�が��されたS>、
4%5にパソコンがËÏな�にCDします。
Ôし、��データ.が32,000ÒをÖえるS>は、
]^��から32,000Òまでとなります。
1×に��めるデータ.は、32,000Òまでです。
データ��3、ここにはØÙに�り�んだÀ~Úが
4%5に��されます。
「Ref.カーソルvw」がチェックされているS>、
ここに��されたÀ~は、UVされます。

;<できるÛÜ AR1100,AR1200

ここをダブルクリックで「Non」になります。

��み94なデータ
・^チャンネルの	
／`aデータ
・bdfghの��データ
・FFTデータ
k）NYQUIST/ARRAYデータsび
レコードモードでのbd��は��む
ことはできません。

ßプログラムはExcel�のアドインとして%6
します。å%すると、Excelシート�に、このウイ
ンドウが�われます。「��]^」ボタンで��
データの�り�みを]^します。
��を]^するfに、��むチャンネルJK
・��]^データ��・��データèさをyY
しておいてください。

W32-AR1200 ����

��

����

t)１×に��めるデータ.は、チャンネルÌたり32Kデータまでです。それª�のデータ.を��む
ためには、「��]^��」をCDして、é×��みます。 Ôし、Excelのêë�、あまりíく
のデータを��みますと、データのij%6がîïにðくなりますからØ<5ではありません。
��む１��のデータ.は、10Kデータª«に¬めることをおñめします。
��の��ò×は、Pentium400MHzのパソコンを;<したS>、�÷がおおよその=øとなります。
・��データ. 32KデータのÀ、ù34ú (GP-IBþÿÀ~=18ú,Excelシートへの��À~=16ú)
・��データ. 125Kデータを~�き~�４で��むÀ、ù127ú (GP-IBþÿÀ~=110ú,Excelシートへの��À~=17ú)
・��データ. 250Kデータを~�き~�20で��むÀ、ù451ú(GP-IBþÿÀ~=439ú,Excelシートへの��À~=12ú)

「��]^」�に�々なメッセージがijされます。

アドインをÓ
します。

{ページ~�
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�� GP-IBボード �� UY��

75,000�
Windows Vista/7/8.1
(32,64bit)
Excel2007/2010
(32bit Only)NI�

ラトックシステム¤



XYZのGP-IBアドレスをyYします。

ÐÑクロックでサンプリングしたデータを
�り�むÀ、１クロックの�.を��します。
�えば、1×Ìたり100パルスのロータリー
エンコーダのパルスでサンプリングしたS>、
「0.01」と��しますと� が�みやすくなり
ます。

��データのÀ~データをExcelに��
するときのÀ~��をyYします。
ÐÑクロックによりサンプリングしたデータ
を��するときは、「ÐÑ」をyYしてくだ
さい。

�.A/Bにより、þÿしたデータを�÷の
pqを7った3、Excelに��みます。

Excelへの��� = (þÿデータ - B ) * A

「��」は、��なら��してください。

スケーリングpqを7う��JKにチェック
をPけます。
チェックがUいS>、XYZからのþÿ�が
そのままExcelに��されます。
ただし、FFTデータは、�に、スケーリングは
7われません。

����の��

チャンネルデータの$%&

��データの$%&

FFTデータの$%&

ÐÑクロックで�り�んだデータをþÿする
ためには、「ÐÑ」にyYします。

� を«ÑクロックのÀ~の�わりに;<する
��を��します。

チャンネルデータや��データを¦§する&、
ここで¦§した¨.でスケーリングを[った
Excelシートに¦§されます。FFTデータには°±されません。


